
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名：　　薬学科 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。

「教育上の目的」を教授会等で定期
的に検証する。

「教育上の目的」をマニフェストに
記載し、年度初めの教授会において
承認を受ける。

「教育上の目的」をマニフェスト
に記載し、年度初めの4月教授会に
おいて承認を受けた。

◎ ◎

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

「教育上の目的」を大学構成員（教
職員および学生）に周知し、社会公
表する。

「教育上の目的」を学則上に規定す
るだけでなく、履修要覧や薬学部マ
ニフェストに明記するとともに、常
に学生や教職員の目に触れるようエ
レベーター前の掲示板などに掲げ周
知しする。また社会に対してもホー
ムページ等にも掲載して広く公表す
る。

「教育上の目的」を学則上に規定
するだけでなく、履修要覧や薬学
部マニフェストに明記するととも
に、常に学生や教職員の目に触れ
るようエレベーター前の掲示板な
どに掲げ周知しする。また社会に
対してもホームページ等にも掲載
して広く公表した。

◎ ◎

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。

教育上の目的を達成するため、教員
の組織的な連携体制を明確にする。

教授会において教育上の目的を明確
にし、教員の連携体制を確認する。

教員の連携体制を強化するため、
小講座制への体制を推進した。

○ ○

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適正に配置する。

教員組織を整備し、担当教員を適性
に配置する。

教員の教育研究指向に基づいて、教
育研究が円滑に行えるよう教員配置
を大講座制から小講座制への移行を
継続する。

新しく２名の助教を採用し小講座
制への体制を強化した。また、来
年度昇任人事により１名講師に昇
任予定。

◎ ◎

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定および手続きを明確にする。

薬学部教授会規程、薬学部教員任用
基準、就実薬学部教員選考規程、お
よび薬学部人事委員会規程を整備す
る。

教授会において、薬学部教授会規
程、薬学部教員任用基準、就実薬
学部教員選考規程、および薬学部
人事委員会規程を確認し、昇任人
事に適用した。

○ ○

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。

教育研究活動を評価する。
自己点検・評価・改善委員会により
業績評価を行う。

教育研究業績をまとめた「就実大
学薬学雑誌第四巻を発刊した
（2017年1月）。また、自己点検・
評価・改善委員会により教育研究
活動を評価した。

◎ ◎

部局名（学部又は事務部）： 　　　薬学部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当
者

評価
計画達成状況

　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。



FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

薬学部独自のFD研修会を実施する。
薬学部独自のFD研修会を実施し（年
２回）、有効性について検証する。

平成28年度薬学部ＦＤ研究会を開
催した（平成29年2月23日）。第一
部ＦＤ研修会として、大阪大学よ
り平田收正先生をお招きし「実務
実習ガイドラインと実務実習に向
けて準備すべきこと」の演題での
講演があった。第二部として薬学
部教員、ＦＤ委員会による学部内
研修を実施した。

◎ ◎

教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。

今年度全学的な３ポリシーの策定
後、入学年度に分けて薬学部のディ
プロマポリシーを確認し、修得すべ
き学習成果を明示する。

履修要覧、HP、薬学部マニフェスト
にディプロマポリシーを明記し、修
得すべき学習成果を明示する。

３ポリシーを見直した。履修要
覧、HP、薬学部マニフェストに
ディプロマポリシーを明記し、修
得すべき学習成果を明示した。

◎ ◎

教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

今年度全学的な３ポリシーの策定
後、入学年度に分けて薬学部のカリ
キュラムポリシーを確認し、科目区
分、必修・選択の別、単位数等を明
示する。

履修要覧、HP、薬学部マニフェスト
にカリキュラムポリシーを明記し、
科目区分、必修・選択の別、単位数
等を明示する。

３ポリシーを見直した。履修要
覧、HP、薬学部マニフェストにカ
リキュラムポリシーを明記し、科
目区分、必修・選択の別、単位数
等を明示した。

◎ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。

教育目標、学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を教授会等で
確認し、社会に公表する。

履修要覧、HP、薬学部マニフェスト
にカリキュラムポリシーを明記し、
大学構成員に周知し、社会に公表す
る。

３ポリシーを見直した。履修要
覧、HP、薬学部マニフェストにカ
リキュラムポリシーを明記し、大
学構成員に周知し、社会に公表し
た。

◎ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。

カリキュラムポリシーを教授会で定
期的に検証する。

カリキュラムポリシーをマニフェス
トに明記し、教授会において承認を
受ける。

カリキュラムポリシーをマニフェ
ストに明記し、４月教授会におい
て承認を受けた。

◎ ◎

教育課程の編成・実施方針に基
づき、学部・学科に応じたカリ
キュラムマップやツリーを作成
して、必要な授業科目を適切に
設定し、接続性や順次性のある
教育課程を体系的に編成する。

カリキュラムマップやツリーについ
て検証し、授業科目が適切に設定さ
れているかどうか確認する。

カリキュラムマップやツリーについ
て検証する。

自己点検・評価・改善委員会にお
いて、カリキュラムマップやツ
リーとディプロマポリシーとの関
連性について検証した。

△ ○

初年次教育・高大連携に配慮し
た教育内容、専門分野の高度化
に対応した教育内容を提供す
る。

初年次教育及び高大連携授業を実施
する。

学修支援委員会が中心となり、初年
次教育、高大連携授業（化学、生
物、物理各７回）を実施する。

学修支援委員会が中心となり、初
年次教育として「薬学への招
待」、「初年次ゼミナール」、
「サイエンスコミュニケーショ
ン」等、また、高大連携授業（化
学、生物、物理各７回）を実施し
た。

◎ ◎

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



教育目標の達成に向けた授業形
態、学生の主体的参加を促す授
業方法（アクティブラーニン
グ）など、学習指導を充実す
る。

社会的養成を踏まえた薬学系人材養
成を実践するために、改訂したモデ
ルコアカリキュラムポリシーに沿っ
て能動的学修方法による教育の質の
転換を図る。

カリキュラムポリシーに基づく教育
プログラムにおいて、アクティブ
ラーニング手法の充実を図る。ま
た、「学修支援室」、学部内FD委員
会を中心に薬学教育の開発において
アクティブラーニングの開発を検討
する。

平成28年度薬学部ＦＤ研究会（平
成29年2月23日）において、ＦＤ委
員会による「World cafeの手法を
用いた参加型ＷＳ」を実施し、ア
クティブラーニングの手法につい
て検討した。

○ ○

教育効果を上げるための多様な
手段の導入と情報ネットワーク
を利用した教育システムへ展開
し、キャンパス外教育を推進す
る。

学生の自学自修のために、平成26年
度に導入した試験・演習補助システ
ムを活用し教育効果を上げる。

CBT、国家試験形式問題をプールし
た薬学ゼミナールのデータベースを
導入し、学内ランやWeb上で学生が
いつでも自主学修できる環境を整え
た。このシステムを利用して演習問
題を作成し、講義及び模擬試験（各
年度終了後４月または５月に実施）
に利用する。

学修支援委員会が中心となり、
CBT、国家試験形式問題をプールし
た薬学ゼミナールのデータベース
を利用して、４月に「学年別総合
実力テスト」を実施し学生の習熟
度を確認した。

◎ ◎

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。

シラバスと授業内容・方法との整合
性を確認する。

相互授業参観（前期、後期２または
３科目）により授業がシラバス通り
実施されているかどうか確認する。

相互授業参観を実施した（前期：
「溶液の性質と化学反応速度論」
（ 7/5 ） 、 「 人 体 構 成 学 」
（7/8）、後期：「機器分析学」
（ 10/25 ） 、 「 薬 理 学 Ⅰ 」
（11/4））。参加者による講義へ
の評価を行い、担当教員へフィー
ドバックした。

○ ○

厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。

全教科科目に対して、厳格な成績評
価を実施するシステムと制度を構築
し、学生の学修力の向上と教育の質
の改善を図る。

基礎・応用・臨床連携教育の強化を
図るために、各教育研究分野のチー
フ会による成績精査、検討対策を行
う。チーフ会議は前・後期終了後２
回開催予定。

チーフ会議を実施し（前・後期終
了後２回）、成績の精査、検討
し、担任を通して成績下位者（再
試験対象者）へ警告した。

○ ○

授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。

授業評価アンケート及び相互参観授
業の結果等を通じて、授業内容や教
育方法の改善を・向上を推進する。

学部内の学修支援室、学修支援委員
会及びFD委員会により、授業内容や
教育方法の改善・向上を図る。

相互授業参観を実施した（前期：
「溶液の性質と化学反応速度論」
（ 7/5 ） 、 「 人 体 構 成 学 」
（7/8）、後期：「機器分析学」
（ 10/25 ） 、 「 薬 理 学 Ⅰ 」
（11/4））。参加者による講義へ
の評価を行い、担当教員へフィー
ドバックした。

○ ○

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位受容（卒
業・修了認定）を適切に行う。

成績評価に積極的にルーブリック評
価等の手法を取り入れる。また、卒
業特別講義の充実と卒業試験制度の
点検、改善を行う。

卒業特別講義の分野、科目、担当コ
マ数等を再検討し、卒業試験問題の
難易度や内容の適正化とブラッシュ
アップを徹底する。さらに卒業判定
委員会を中心として、卒業本試験判
定と再試験判定の厳正化と適切な判
定を行う。

卒業関連委員会により卒業特別講
義の分野、科目、担当コマ数等を
再検討し、卒業試験問題の難易度
や内容の適正化とブラッシュアッ
プを徹底した。今年度はα試験問
題を全て新問とした。さらに卒業
判定委員会を中心として、卒業本
試験判定と再試験判定の厳正化と
適切な判定を行った。

◎ ◎

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。

今年度全学的な３ポリシーの策定
後、入学年度に分けて薬学部のアド
ミッションポリシーを確認し、受験
生に公表する。

大学案内及びHPにアドミッションポ
リシーを記載し、受験生に公表す
る。

３ポリシーを見直した。大学案内
及びHPにアドミッションポリシー
を記載し、受験生に公表した。

◎ ◎

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。

薬学系人材養成大学として、アド
ミッションポリシーに基づいた学生
を確保するため、入学者選抜制度を
見直す。

前期入試における入学者選抜制度を
検討する。

前期入試における受験科目である
化学と英語の配点を150点と100点
に変更した。また、来年度の前期
入試の科目について、生物、数学
を選択科目とすることを検討し
た。

◎ ◎

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。

定員確保に努める。

大学案内及びHPにアドミッションポ
リシーを記載し、受験生に公表す
る。オープンキャンパス等の広報活
動を行い、質の高い学生を応募し定
員確保に努める。

大学案内及びHPにアドミッション
ポリシーを記載し、受験生に公表
した。オープンキャンパス等の広
報活動を行い、質の高い学生を応
募し定員確保に努めた。しかし、
入学者は94名であった。

× ×

学生募集および入学者選抜が、
学生の受け入れ方針に基づいて
公正かつ適切に実施されている
かを、定期的に検証する。

アドミッションポリシーに準じて入
学者選抜が実施されたかどうか、プ
レイスメントテスト等の実施により
検証する。

入学前後教育として学修支援委員会
によりプレイスメントテストを２回
実施し、学生の学力を確認する。

入学前後教育として学修支援委員
会によりプレイスメントテストを
２回実施し（4/7、7/9実施）、学
生の学力を確認した。成績下位者
については「リメディアルサイエ
ンス」を受講させた。

◎ ◎

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

学生に対する修学支援、生活支援、
進路支援体制を確立する。

学修支援委員会、学生課、キャリア
センターと連携して、学生を指導す
る。

修学支援として学修支援委員会、
生活支援として学生課、また進路
支援としてキャリアセンターとそ
れぞれ連携して、学生の指導に務
めた。

◎ ◎

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

学部施設利用時間を延長する。

学生証による入館システムの導入を
要望する。学部施設の利用時間を現
状の20時から22時までに延長し、大
学内での自学自修の時間を増やす。

11月より薬剤師国家試験対策とし
て６年生に、また、共用試験対策
として４年生に日曜日の学施設の
利用を許可し自学自修の時間を増
やした。

× ×

留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

留年者及び休・退学者の状況を把握
し、適切に対処する。

学修支援委員会、チーフ会議により
留年の可能性がある学生を把握し対
処する。

チーフ会議により留年の可能性が
ある学生を把握し、担任を通して
指導した。

○ ○

リメディアル教育や高大連携による
入試前教育に関する支援体制を
整備し、適切に実施する。

学部内に設置した学修支援室及び学
修支援委員会による協議により、教
養及び専門教育の充実を図る。

学修支援室及び学修支援委員会によ
る教育改善や学修支援体制を検討す
る。

学修支援委員会が中心となり、プ
レイスメントを２回実施し、成績
下位者に対してリメディアルサイ
エンス及び高大連携授業により

◎ ◎

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

障がいのある学生に対しての学修支
援体制を整備する。

学生支援課、保健室、カウンセラー
室、ハラスメント相談員等との連携
を図り、支援体制を明確にして対応
策を検討する。

担任教員、学年主任、学科長、学
部長が学生支援課、保健室、カウ
ンセラー室、ハラスメント相談員
等連携し学生に支援に当たった。

◎ ◎

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

本学及び外部からの奨学金支援を整
備する。

本学及び企業等からの奨学金につい
て学生に周知する。

企業奨学金については掲示板に案
内を掲示し学生に周知した。

◎ ◎

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）



心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

心身尾健康保持・増進に対しての援
体制を整備する。

学生支援課、保健室、カウンセラー
室、ハラスメント相談員等との連携
を図り、支援体制を明確にして対応
策を検討する。

担任教員、学年主任、学科長、学
部長が学生支援課、保健室、カウ
ンセラー室、ハラスメント相談員
等と連携し、心身障がい学生の現
状を把握し適時カウンセリング指
導やハラスメント相談を行った。

◎ ◎

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

ハラスメント防止に対する体制を明
確にする。

学生支援課、保健室、カウンセラー
室、ハラスメント相談員等との連携
を図り、支援体制を明確にして対応
策を検討する。

担任教員、学年主任、学科長、学
部長が学生支援課、保健室、カウ
ンセラー室、ハラスメント相談員
等と連携し、心身障がい学生の現
状を把握し適時カウンセリング指
導やハラスメント相談を行った。

◎ ◎

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。

就職相談会や企業説明会の充実を図
り、学生の積極的な参加を促進す
る。

キャリアセンターの年間サポート計
画に積極的に参加させる。

薬局、病院説明会を実施した。ま
た、薬局等については個別に企業
説明会を実施した。

◎ ◎

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。

大学院との連携によりＴＡ及びＲＡ
による教育研究支援体制を確立す
る。

ＴＡ及びＲＡを積極的に活用する。

社会人大学院生が多いためＴＡ及
びＲＡによる教育研究支援体制の
確立は出来ていないが、「薬学へ
の招待」、「初年次ゼミナール」
等の初年次教育においてＳＡの活
用による教育支援を実施した。

△ △

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。

個人研究費の配分を見直し、研究業
績による傾斜配分を検討する。学部
資金の獲得を推進する。また、委員
会等の調整により研究専念時間を確
保する。

自己点検・評価・改善委員会により
各教員の業績評価を行い、個人研究
費の配分について見直す。委員会の
スリム化を検討する。

教員より提出のあった評価書に従
い、自己点検・評価・改善委員会
により各教員の業績評価を行い、
Ａ〜Ｄに評価した。個人研究費の
配分については検討中であり、来
年度の実績より実施する。

◎ ◎

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。

地域企業との連携を強化し、研究成
果の地域企業への還元を推進する。

地域企業との連携を強化し、研究成
果の地域企業への還元を推進する。

地域企業との共同研究の結果を、
「就実大学薬学雑誌第四巻」に掲
載した。

○ ○

グローバル化促進として、留学生
の積極的な受け入れ、さらに外国
人研究者活躍の場を広げ、本学の
構成員の国際的活動能力の向上
を図る。

海外留学生との積極的な交流の場を
増やす。また、薬学海外研修制度へ
の参加を推進する。

本学や他大学の留学生との交流イベ
ント等への参加を推奨する。また、
オーストラリアクイーンズランド大
学の薬学海外研修制度への参加者の
定員枠を確保する。

今年度は16名の学生が海外研修に
参加した。来年度については、現
在、20名が参加を希望している。

○ ○

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

委員会の活動について点検・評価を
行う。

PDCAサイクルシートを作成し、教授
会において確認する。

PDCAサイクルシートを作成し、教
授会において確認し、活動内容を
確認した。

◎ ◎

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。



内部質保証を掌る組織を整備し、
その方針と手続きを明確にして、
自己点検・評価を改革・改善に繋
げる内部質保証に関するシステム
を構築する。

自己点検・評価を改革・改善に繋げ
る内部質保証に関するシステムを構
築する。

PDCAサイクルシートを作成し、教授
会において確認する。

PDCAサイクルシートを作成し、教
授会において確認し、活動内容を
確認した。

◎ ◎

構成員のコンプライアンス（法令・
モラルの遵守）意識を徹底する。

コンプライアンス研修会への参加を
義務付ける。

コンプライアンス研修会への参加を
義務付ける。

全教員にコンプライアンス研修会
への参加を促した。参加状況は総
務課で管理しており、いつでも把
握できるようになっている。

○ ○

組織レベル・個人レベルでの自己
点検・評価活動を充実し、教育研
究活動のデータ・ベース化を推進
する。

組織レベル・個人レベルでの自己点
検・評価を行う。

教育研究業績書の提出を義務づけ
る。

研究室教育研究業績書をまとめ、
「就実大学薬学雑誌第四巻」とし
て発刊した。

◎ ◎

内部質保証に関するシステムを整
備し、適切に機能させる。

内部質保証に関するシステムを整備
し適切に機能させる

PDCAサイクルシートを作成し、教授
会において確認する。

PDCAサイクルシートを作成し、教
授会において確認し、活動内容を
確認した。また、学部内に自己点
検・評価・改善委員会を設置し、
委員会の活動を評価した。

○ ○

教学ガバナンス体制の整備による
本学管理運営を強化し、組織的活
動の活性化を計る。

適切に委員会を設置し、マニフェス
ト達成を目的として委員会活動を行
う。

PDCAサイクルシートの作成を義務づ
け、委員会としての実行内容をマニ
フェストに従い評価する。

PDCAサイクルシートの作成を義務
づけた。また、自己点検・評価・
改善委員会により委員会としての
実行内容をマニフェストに従い評
価した。

○ ◎

学生の成長に繋がる教育改革を
推進し、教育力の飛躍的向上によ
る就実教育ブランドを確立する。

「教育開発センター」との連携を図
り、改訂モデルコアカリキュラムへ
の対応を検討していく。

FD委員会、学修支援委員会を中心に
して統合型授業、PBL、TBL授業の実
施。

来年度FD委員会、学修支援委員会
を中心にして統合型授業、PBL、
TBL授業を実施するため、来年度の
予算にリアルタイムアナライザー
システム購入費を組み込んだ。来
年度、統合型授業の実施計画が委
員会により承認された。

△ △

大学生活・活動環境の整備と就学
支援の強化により、学生の満足度
を向上させる。

研究及び教育スペースの充実を図
る。

学部内の研究室や共有スペースの有
効利用の検討。また、共有スペース
である学修支援室、図書室、ＤＩ室
を自習室として学生に活用させる。

共有スペースである学修支援室、
図書室を自習室として学生に活用
させた。ＤＩの共同利用について
は来年度の検討事項とした。

△ △

地域再生・イノベーション創出の核
となる教員研究力や社会貢献力を
飛躍的に向上させる。

地域企業との連携を強化し、共同研
究による活性化を図る。

地域企業との連携を強化し、共同研
究による活性化を推進する。

地域企業との共同研究の結果を、
「就実大学薬学雑誌第四巻」に掲
載した。

○ ○

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。


